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第２３回奈良県消防長会消防救助技術指導会の実施について 

 

この大会は、奈良県下の消防職員が、あらかじめ定められた訓練種目（７種目）

に分かれ、日頃の訓練の成果を披露するものです。 

なお、安全性、確実性と併せ所要時間を評価し、７月２９日（木）に実施される

東近畿地区消防救助技術指導会（京都市）及び８月２７日（金）に実施される全国

消防救助技術指導会（京都市）への選考も兼ねて実施します。 

 

１ 目  的 

奈良県下の消防職員が消防救助技術訓練を通じて各種災害に対応する救助技術の

向上と体力錬成を図り、救助業務の充実と発展に寄与することを目的とする。 

２ 実施日時 

平成２２年６月１７日（木）午前９時００分～午後３時００分 

※ 荒天の場合は、６月１８日（金）に延期（中止決定午前５時） 

３ 実施場所 

奈良市八条五丁目４０４－１ 奈良市消防局訓練場 

４ 主  催 

  奈良県消防長会 

５ 問合せ 

  奈良県消防長会事務局 奈良市消防局総務課内  ℡０７４２－３５－１１９９ 

６ 訓練内容 

（訓練開始予定時刻）   （訓練種目及び訓練内容） 

①９：４０・・・・・・・【ロープブリッジ渡過（基礎訓練）８名出場】 

              水平に展張した渡過ロープを、表示した始点から折り

返し点まで（２０メートル）を、往路はセーラー渡過、

復路はモンキー渡過で渡り、その安全性と所要時間を

評価する。 

 

②１０：００・・・・・・【ロープブリッジ救出（連携訓練）５組２０名出場】 

              ４名（要救助者を含む）１組で、２名が対面する搭上

の要救助者を救出するため水平に展張した渡過ロープ

をセーラー、モンキー又はチロリアンのいずれかによ

り渡過し、塔に進入、救出し、脱出するまでの安全性・

確実性と合わせて所要時間を評価する。 

 

③１０：３０・・・・・・【ロープ応用登はん（連携訓練）６組１２名出場】 

２名１組で登はん者が塔前２メートルからスタートし、地

上高１５メートルの到達点まで器具を使わず補助者の協

力を得て登り、その確実性と所要時間を評価する。 

 

 



④１０：４５・・・・・・【はしご登はん（基礎訓練）１８名出場】 

塔前５メートルからスタートし、自己確保の結索を行った

後、はしごを１５メートル登はんし、その確実性と所要時

間を評価する。 

 

⑤１２：３０・・・・・・【ほふく救出（連携訓練）１３組３９名出場】 

３名（要救助者を含む）１組で、２名が後方１０メートル

の位置から出発し、煙道入口に至り、１名が空気呼吸器を

着装して８メートルの煙道を検索、要救助者を煙道外に救

出し２名が協力して要救助者を安全地帯（スタート地点）

に搬送するまでに安全性・確実性と合わせて所要時間を評

価する。 

 

⑥１３：３０・・・・・・【引揚救助（連携訓練）５組２５名出場】 

５名（要救助者を含む）１組で、２名が空気呼吸器を着装

して塔上の出発点から降下し検索後、要救助者を抱きかか

え救出し、塔下に搬送、塔上の２名と協力して塔上へ引揚

げ、救助するまで安全性・確実性と合わせて所要時間を評

価する。 

 

⑦１４：１０・・・・・・【障害突破（連携訓練）２組１０名出場】 

５名（補助者を含む）１組で、４名がスタート地点からゴ

ールに至る経路に設けられた５箇所の障害を、互いに協力

して全員が突破し、ゴールするまで安全性・確実性と所要

時間を評価する。 

 

 


